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  令和５年度 埼玉県学力・学習状況調査の結果及び結果の 

活用について 
  
 

 令和５年５月に実施した「埼玉県学力・学習状況調査」の結果及び結果の活用について、

非認知能力（自己効力感）の向上と「学力の伸び」との関係に触れながらお知らせします。 
 
＜埼玉県学力・学習状況調査について＞ 
１ 調査の概要 

⑴ 目的 

   本県の児童生徒の学力や学習に関する事項を把握することで、教育施策や指導の

工夫改善を図り、児童生徒一人一人の学力を確実に伸ばす教育を推進する。 

⑵ 特長 

   「学習した内容がしっかりと身に付いているのか」という視点に「一人一人の学力が

どれだけ伸びているのか（学力の経年変化）」という視点を加え、「学力の伸び」が把握

できる。 

⑶ 実施期間  令和５年５月８日（月曜日）～５月１７日（水曜日）  

ＰＢＴ（紙を使用した調査） ２６市町  

令和５年５月８日（月曜日）～５月２４日（水曜日） 

ＣＢＴ（タブレット端末等を使用した調査） ３６市町村 

⑷ 調査学校数・児童生徒数 

県内の公立小・中学校等（さいたま市を除く）に在籍する小学校第４学年から中学校

第３学年の全児童生徒 

   県内の６２市町村で実施（さいたま市を除く） 

     小学校    ６９０校  １３８，６４７人 

     中学校    ３５２校  １３１，９８５人 

     義務教育学校 ２校       ３４２人      県立学校 １校  ２３１人 

 

２ 調査内容 

⑴ 児童生徒に対する調査 

ア 教科に関する調査 

小学校第４学年から小学校第６学年まで  国語、算数 

中学校第１学年             国語、数学 

中学校第２学年及び第３学年       国語、数学、英語 

   令和５年１０月１８日 
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イ 質問調査 

     学習意欲、学習方法及び生活習慣等に関する事項 

⑵ 学校及び市町村教育委員会に対する調査 

  学校における教育活動並びに学校及び市町村における教育条件の整備等に関する
事項 

＜県全体の学力の伸びなどの状況＞ 

○ 各教科の「学力のレベル」は、過去の同学年と同様のレベルに達している。 

○ 全ての学年・教科で、学年が上がるごとに着実な「学力の伸び」が見られる。 
※市町村別の伸びた児童生徒の割合や上記内容の詳細については下記ホームペー
ジを御覧ください。 

  https://www.pref.saitama.lg.jp/f2214/gakutyou/20150605.html 

＜非認知能力（自己効力感）と学力の関係＞ 

○ 自己効力感の高い児童生徒は、学力も高い傾向がある。 

○ 自己効力感の値を伸ばしている児童生徒は、学力も伸ばしており、更に、学習方略

や他の非認知能力も伸ばしている傾向がある。 

＜埼玉県の学力向上施策について＞ 

県では、県学調の結果を受けて、市町村・学校との一層の連携・協働による「総合的な
支援」及び「重点的な支援」を実施しており、それぞれに対応した施策を行うことにより、
児童生徒の学力向上を図っている。 

１ 総合的な支援 
各市町村・学校の効果的な取組の共有・普及や、調査データにおける分析結果の活

用など、全ての市町村や学校への支援を行っている。 

２ 重点的な支援 
学習のつまずき解消のための指導・助言、学力向上に向けた教員の重点的な配置な

ど、市町村・学校の課題に応じた個別の支援を行っている。 

＜埼玉県学力・学習状況調査のＣＢＴ※化＞ ※ Computer Based Testing 

児童生徒の学びの状況を詳細に把握し、教員の指導方法の工夫・改善や児童生徒一
人一人の更なる学力向上につなげていくことを目的として、令和６年度調査の全面ＣＢＴ
化を目指す。 

【主なメリット】 

○ 正誤の状況に加えて解答時間も分析することで児童生徒のつまずきを把握し、よ
り細かな指導が可能になる。 

○ ＣＢＴの特性を活かして、映像を活用してより実際の学習場面に即した出題も可能

になる。 

https://www.pref.saitama.lg.jp/f2214/gakutyou/20150605.html

